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そ
の
う
え
で
指
標
開
発
の
展
望
に
つ
い
て

日
本
の
役
割
も
考
慮
し
な
が
ら
述
べ
て
い

く
。
最
後
に
、
観
光
分
野
に
お
け
る
持
続

可
能
性
の
問
題
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
に

言
及
し
、
観
光
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指

標
を
適
用
す
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
課

題
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

観
光
分
野
に
お
け
る

持
続
可
能
性
と
は

　

持
続
可
能
性
と
い
う
概
念

　

持
続
可
能
性
（sustainability

）
と
い

う
概
念
は
、
現
代
の
観
光
を
考
え
る
上
で

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
確

に
定
義
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
原

点
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の
概

念
は
二
つ
の
基
礎
的
な
概
念
に
基
づ
い
て

い
る
と
い
え
る
。
一
つ
は
、
国
連
の
「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
」（
い

わ
ゆ
る
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
）
が

一
九
八
七
年
に
発
行
し
た
報
告
書
「
地
球

の
未
来
を
守
る
た
め
に
」
の
な
か
で
説
明

さ
れ
た
持
続
可
能
な
発
展
（Sustainable 

D
evelopm

ent

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
将
来
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
能
力

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
今
日
の
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
た
、

世
代
間
衡
平
性
の
原
理
を
意
味
す
る
概

念
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
一
九
九
四
年
に
英
国
の

環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
エ
ル
キ
ン
ト
ン

氏
が
提
唱
し
た
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン

（Triple Bottom
 Lines:  

Ｔ
Ｂ
Ｌ
）
と

い
う
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
企
業
活
動

を
経
済
、
環
境
お
よ
び
社
会
の
三
つ
の
側

面
か
ら
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
対
外
的
に

持
続
可
能
性
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
報
告
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
企
業

活
動
の
持
続
可
能
性
が
Ｇ
Ｒ
Ｉ
（Global 

Reporting Initiative:  

オ
ラ
ン
ダ
に
本
部

を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
発
行
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
則
し
た
世
界
共
通
の
指
標
で
評
価

さ
れ
る
た
め
国
際
比
較
が
可
能
と
な
る
。

　

観
光
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
性

　

観
光
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
性
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
基
本
と
な
る

概
念
に
依
拠
し
つ
つ
、
観
光
分
野
独
自
の

定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
な
か

で
も
代
表
的
な
定
義
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
が
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
簡
潔
に

説
明
し
た
も
の
（
図
１
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
点
と
し
て
、
一

つ
に
は
持
続
可
能
な
観
光
の
方
針
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
は
あ
ら
ゆ
る
類
型
の
観
光

　

観
光
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
性
指

標
開
発
の
系
譜
に
つ
い
て
、
大
き
く
三
つ

の
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
つ

は
、
持
続
可
能
性
と
い
う
概
念
に
つ
い

て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
、
ま

た
そ
れ
が
観
光
の
な
か
で
操
作
で
き
る
概

念
と
し
て
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
き
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。
次
に

指
標
に
つ
い
て
、
観
光
分
野
に
お
け
る
持

続
可
能
性
を
評
価
す
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
の
指
標
に
注
目
し
、
特
に
そ
の
世
界
的

な
普
及
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
世
界
観
光
機
関
（W

orld Tourism
 

O
rganization:  

以
下
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

取
り
組
み
を
段
階
的
に
捉
え
て
み
た
い
。

観
光
分
野
に
お
け
る

持
続
可
能
性
指
標
開
発
の
系
譜

名
古
屋
商
科
大
学
経
済
学
部
教
授

二
神  

真
美 2
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地
、
観
光
事
業
者
、
観
光
商
品
に
適
用
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
環
境
、

経
済
、
社
会
文
化
の
領
域
間
で
適
切
な
均

衡
を
と
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。「
適
切
な

均
衡
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
が
問
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
持
続
可
能

な
観
光
を
達
成
す
る
こ
と
は
継
続
的
な
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
環
境
の

影
響
を
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

点
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
観
光
分
野
に
お

け
る
持
続
可
能
性
を
測
定
し
評
価
す
る

手
法
と
し
て
指
標
（indicators

）
に
焦
点

を
当
て
、
特
に
国
際
的
な
組
織
に
よ
る
開

発
系
譜
を
中
心
に
見
て
い
く
。

国
際
的
な
観
光
組
織
に

よ
る
持
続
可
能
性
指
標

の
開
発
系
譜

　

世
界
の
観
光
に
関
わ
る
持
続
可
能
性

指
標
の
開
発
は
、
地
球
環
境
問
題
や
貧
困

問
題
に
つ
い
て
の
国
際
会
議
の
開
催
お
よ

び
そ
の
成
果
と
連
動
し
て
進
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
指
標
開
発
に
大

き
な
流
れ
を
つ
く
っ
て
き
た
の
が
地
球
サ

ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ

た
の
は
、

（
一
）
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合

会
議
（
一
九
九
二
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
開
催
）

（
二
）
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界

首
脳
会
議
（
二
〇
〇
二
年
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
ク
で
開
催
）

そ
し
て
、

（
三
）
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ

オ+

20
、
二
〇
一
二
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
催
）

の
三
回
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
回
目
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
を
起
点
に
し
、
十
年
単
位
で

指
標
開
発
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ

た
の
か
を
見
て
い
く
（
図
２
）。

　

第
１
回
地
球
サ
ミ
ッ
ト（
一
九
九
二
年
）

　

か
ら
の
十
年
間

　

こ
の
期
間
は
、
地
球
環
境
問
題
に
取
り

組
む
う
え
で
観
光
に
関
わ
る
持
続
可
能

性
指
標
の
開
発
が
国
際
的
に
要
請
さ
れ

た
時
代
で
あ
っ
た
。
持
続
可
能
性
の
評
価

方
法
と
し
て
の
指
標
の
開
発
は
、
持
続
可

能
な
発
展
の
行
動
計
画
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
の

導
入
に
よ
っ
て
本
格
化
さ
れ
た
。一
九
九
二

年
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

地
球
サ
ミ
ッ
ト
「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
際
連
合
会
議
（U

nited N
ations 

Conference on Environm
ent and 

D
evelopm

ent :  

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）」
で
リ
オ

宣
言
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21
で
は
、
行
動
計
画
の
「
実
施
手
段
」
に

関
す
る
細
則
が
第
Ⅳ
部
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
の
最
終
章
で
あ
る
第

四
十
章 

（
意
思
決
定
の
た
め
の
情
報
）
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
に
対

し
て
信
頼
で
き
る
根
拠
を
提
供
す
る
た
め

に
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
指
標
の

開
発
と
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
う
た

っ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
に
は
ま
た
、
第
Ⅳ
部
の

第
三
十
八
章
に
「
国
際
的
な
機
構
の
整

備
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
の

　持続可能な観光開発の方針とマネジメントの実践は、マスツーリズムや
ニッチ市場向けの多様な観光をはじめ、あらゆるタイプの観光地で、あらゆる
形態の観光に適用することができる。持続可能性の原理は、観光の発展に
おける、環境、経済、社会文化的な側面に関わっており、長期間の持続可能
性を保証するためには、これら3つの領域間で適切な均衡がとれていなけれ
ばならない。したがって、持続可能な観光は：

1）環境資源を最適に利用しなければならない。  
2）ホストコミュニティの社会文化的真正性を尊重しなければならない。
3）存続可能な長期的経済活動を保証しなければならない。

　持続可能な観光の発展は、関連する全てのステークホルダーが知識を
持って参画するとともに、幅広い参加と同意形成を確実にするための強い政
治的リーダーシップが求められる。持続可能な観光を達成することは、継続
的なプロセスであり、観光の影響を常にモニタリングする必要があり、場合に
よっては必要な予防的、調整的措置を導入することになる。同時に、持続可
能な観光はツーリストの高いレベルの満足を維持すべきであり、有意義な体
験を保証し、持続可能性の課題についての意識を高め、持続可能な観光の
実施を促進するようにしなければならない。

（UNWTO,　2004 P.7）

図1 「観光の持続可能な発展」（UNWTOの定義）
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っ
と
っ
た
国
連
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
経

済
社
会
理
事
会
の
下
に
新
た
に
機
能
委

員
会
で
あ
る
国
連
持
続
可
能
な
開
発
委

員
会 
（United Nations Conference 

on Sustainable Developm
ent :  

Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｓ
Ｄ
）
が
設
立
さ
れ
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
の

実
施
状
況
を
監
視
し
、
そ
の
円
滑
か
つ
着

実
な
実
施
を
促
し
て
い
る
。
同
委
員
会
は
、

一
九
九
五
年
に
指
標
開
発
の
た
め
の
作
業

計
画
を
立
ち
上
げ
て
以
来
、
中
心
的
指
標

の
選
定
な
ら
び
に
指
標
ご
と
の
方
法
論
シ

ー
ト
の
策
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
各
国

が
独
自
の
指
標
を
策
定
す
る
際
に
は
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
的
な
要
請
に
応
え
る

た
め
、
観
光
の
分
野
に
お
い
て
は
、
業

界
団
体
の
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（W
orld Travel &

 Tourism
 Council :  

以
下
、
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）、
国
際
機
関
の
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
地
球
評

議
会（T

he Earth Council

）
の
三
者
が

共
同
で
「
旅
行
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
た

め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」（
一
九
九
五
年
）
を

策
定
し
た
。
そ
の
な
か
で
行
動
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
し
て
政
府
機
関
や
観
光
協

会
に
対
し
て
は
九
つ
の
優
先
分
野
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
第
八
番
目
の
分
野
と
し
て

「
持
続
可
能
な
発
展
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
の
測

定
」
に
お
い
て
地
方
お
よ
び
全
国
レ
ベ
ル

に
も
適
用
で
き
る
指
標
の
作
成
を
責
務
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
他
方
、
旅
行
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
に
対
し
て
は
十
の
優
先
分
野

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
第
九
番
目
の
分
野

「
持
続
可
能
性
の
た
め
の
設
計
」
に
お
い

て
、
環
境
負
荷
が
小
さ
く
高
効
率
性
と
社

会
文
化
的
高
品
質
を
特
徴
と
し
、
か
つ
全

世
界
に
通
用
性
の
あ
る
観
光
商
品
・
施
設

や
技
術
の
開
発
を
要
請
し
て
い
る
。

　
「
旅
行
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
た
め
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
の
策
定
に
お
い
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
Ｗ
Ｔ

Ｔ
Ｃ
は
、
そ
の
後
ま
ず
五
年
間
を
か
け
て

観
光
に
お
け
る
持
続
可
能
性
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
地
域
セ
ミ
ナ
ー
を
世

界
各
地
で
開
催
し
、
持
続
可
能
性
を
評

価
す
る
指
標
の
開
発
と
地
域
へ
の
適
用

図2　UNWTOによる指標開発の段階的な取り組み

I.  第1回地球サミットからの10年間《持続可能な観光のための指標の基礎固めから確立へ》
1992年 持続可能な観光における指標開発のための国際的タスクフォースの結成
1993年　『ツーリズムの持続的マネジメントのための指標』　　　　　　最初の指標リスト

世界の4地域でパイロット研究としてWTO指標が適用される （1993年〜1995年）
① プリンスエドワード島（カナダ）  ② ロス・トゥクストラ（メキシコ）
③ オランダ   ④ フロリダ・キーズ国立海洋保護区域（USA）
➡パイロット研究の結果を踏まえて、11の中核的指標

生態系タイプごとの追加指標、観光地固有の追加指標の設定

1996年　『ツーリズム管理者が知っておくべきこと：持続可能な観光のための指標の
 開発と利用の実務ガイド』　　　　　　　　　　　　　　　　  ガイドライン 1

➡新たな指標と方法が6地域に適用される：（ ）内の数字は研修開催年
①バラトン湖（ハンガリー：1999）  ②メキシコ（1999）  ③ヴィラギセル（アルゼンチン：2000）
④ベルウェラ（スリランカ：2000）  ⑤ククリツァ（クロアチア：2001）  ⑥キプロス（2003）

II.  第2回地球サミットからの10年間《持続可能な観光のための指標の集大成と世界規模で
の普及》

2004年 『観光地のための持続可能な開発指標』　　　　　　　　　　  ガイドライン 2
[UNWTOの10年余にわたる指標開発の取り組みの集大成、20カ国 60人余の専門
家が関わる]

2005年 『ツーリズムをもっと持続可能にする政策立案者のための手引書』
政策立案者向け指針

➡さらに地域を拡大した指標開発のワークショップが開催される
①トリニダード・トバゴ（2004）  ②プーケット島（タイ：1999）  ③ボリビア（2000）
④陽朔県（中国：2005）  ⑤ ジッダ（サウジアラビア：2006）  ⑥ロンボク島（インドネシア：2007） 
⑦コラシン（モンテネグロ：2003）  ⑧ボホール島（フィリピン：2007）

2008年 国際自然保護連合（IUCN）、UNWTO含む27国際機関で構成するGSTCパートナー
シップ策定

➡「世界規模での持続可能な観光クライテリア（GSTC）」発表    世界的基準の確立

III.  第3回地球サミットからの展望《持続可能な観光のための指標の長期的データ集積と観
光「知」ネットワークづくり》

2012年3月 ナレッジネットワークのオンラインプラットホームの開設
2012年10月 中国での5番目のGOST設立（陽朔、黄山、張家界市、成都市、喀納斯）

➡「持続可能な観光に関する世界規模の観測研究所（GOST）」の本格始動
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方
法
に
関
す
る
普
及
活
動
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
観
光
産
業
に
関
わ
る
地
域
組

織
、
政
府
関
係
者
、
並
び
に
観
光
事
業
者

等
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
同

で
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
に
基
づ
く
持
続
可
能

性
指
標
の
観
光
地
や
観
光
事
業
者
等
へ

の
適
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
進
化
し
構
築
さ

れ
て
き
た
の
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
持
続
可

能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
（Sustainable 

Tourism
 Indicators: 

Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
お
よ
び

Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
グ
リ
ー
ン
グ
ロ
ー
ブ
認
証
制

度
（Green Globe Certification

）（
注
）

で
あ
っ
た
。
次
の
十
年
間
は
、
こ
れ
ら
の

指
標
や
認
証
制
度
が
集
大
成
し
世
界
規

模
で
普
及
が
進
む
時
期
で
あ
っ
た
。

　

第
２
回
地
球
サ
ミ
ッ
ト（
二
〇
〇
二
年
）

　

か
ら
の
十
年
間

　

二
一
世
紀
最
初
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
は
南

ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
二
〇
〇
二

年
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
が
過
去
十
年
間
に
わ
た
る
ア
ジ
ェ
ン

ダ
21
の
進
捗
状
況
を
総
括
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
企
業
の
説
明
責
任
を
強
化

す
る
必
要
性
も
提
言
さ
れ
て
お
り
、
企
業

活
動
の
持
続
可
能
性
を
評
価
す
る
指
標

開
発
も
進
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

二
〇
〇
三
年
、
国
連
環
境
計
画
（United 

Nations Environm
ent Program

m
e: 

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
『
観
光
と
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ

ェ
ン
ダ
21
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
な
か

で
地
方
自
治
体
お
よ
び
そ
の
他
地
方
組
織

の
役
割
強
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
実
施

計
画
で
は
、
貧
困
撲
滅
を
地
球
規
模
の

最
大
の
課
題
と
位
置
づ
け
、
観
光
資
源
が

も
た
ら
す
地
域
住
民
へ
の
恩
恵
を
認
識

し
た
う
え
で
持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

開
発
を
促
進
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
国
連
は
こ
の
年
を
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
年
と
定
め
、
同
年
五
月
に
は
ケ
ベ
ッ
ク

市
（
カ
ナ
ダ
）
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
世
界

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
宣
言
が
な
さ
れ
た
。

四
十
九
の
提
言
の
う
ち
中
央
お
よ
び
地
方

の
政
府
機
関
に
対
し
て
十
九
の
提
言
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
客
観
的
な

持
続
可
能
性
指
標
を
用
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
と
し
て

組
み
込
む
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
二
年
の
地
球
サ
ミ

ッ
ト
で
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
以
降
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
持
続
可
能
性
指
標
セ
ッ
ト
を
集
大
成

さ
せ
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
法
論
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し

て
指
標
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
見
て
い
く
。
Ｗ

Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
場
合
、
一
九
九
九
年
に
は
グ
リ

ー
ン
グ
ロ
ー
ブ
社
が
分
離
し
独
自
に
歩
み

出
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
認
証
制
度
に

は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
、
観
光
地

に
照
準
を
当
て
た
指
標
開
発
へ
と
さ
ら
に

進
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭

か
ら
持
続
的
観
光
指
標
の
開
発
に
携
わ
っ

て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み
は
、
図

１
が
示
す
よ
う
に
世
界
諸
地
域
で
開
催

さ
れ
た
実
践
的
な
研
修
会
を
通
し
て
段

階
的
に
修
正
さ
れ
進
化
し
て
き
た
。
そ
の

成
果
を
集
大
成
し
た
の
が
『
観
光
地
の
た

め
の
持
続
可
能
な
開
発
指
標
』（
二
〇
〇
四

年
）で
あ
り
、
そ
の
骨
子
を
観
光
政
策
立

案
者
向
け
に
要
約
し
た
『
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

も
っ
と
持
続
可
能
に
す
る
政
策
立
案
者
の

た
め
の
手
引
書
』（
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
以
降
は
、
こ
の
確
立
さ
れ
た
持

続
可
能
性
指
標
の
方
法
論
を
中
東
や
北

ア
フ
リ
カ
地
域
へ
と
対
象
地
域
を
拡
大
し

な
が
ら
普
及
さ
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年

以
降
の
十
年
間
、
国
家
・
地
域
レ
ベ
ル
で

の
八
カ
所
の
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の

詳
細
が
最
終
報
告
書
（
英
語
版
で
閲
覧
可

能
な
も
の
は
六
つ
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
観
光
の
持
続
性
に

関
す
る
十
二
の
基
本
的
目
標
が
明
示
さ
れ

た
う
え
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
提
唱
す
る
三

段
階
十
二
ス
テ
ッ
プ
の
指
標
開
発
の
方
法

論
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
式
が
観
光
地
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
う
え
で
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
好

ま
し
い
条
件
の
な
か
で
も
特
に
二
つ
の
点

が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

（
一
）
指
標
開
発
プ
ロ
セ
ス
が
目
的
地
の
総

合
的
な
地
域
計
画
に
統
合
さ
れ
て
い

る
こ
と

さ
ら
に
、

（
二
）
観
光
に
関
わ
る
可
能
な
限
り
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
が
集

約
で
き
る
よ
う
に
参
加
型
方
式
が

活
用
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
指
標
開
発

プ
ロ
セ
ス
に
確
実
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
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観
光
に
お
け
る
指
標
開
発

の
課
題
と
今
後
の
展
望

　

ま
ず
観
光
に
お
け
る
持
続
可
能
性
の

指
標
開
発
に
関
す
る
批
判
的
考
察
と
し

て
大
き
く
下
記
の
二
点
が
あ
る
。

　

相
対
的
な
持
続
可
能
性
vs.

　

 

絶
対
的
な
持
続
可
能
性

　
一
般
的
に
、
持
続
可
能
性
は
理
想
的
な

最
終
状
態
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
持
続
可
能
性
指
標
は
、
個
々
の
観

光
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
環
境
へ
の
負
荷

と
い
う
点
で
確
か
に
以
前
よ
り
相
対
的
な

持
続
可
能
性
は
高
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
地
球
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
環
境

へ
の
負
荷
の
絶
対
量
も
確
実
に
高
ま
っ
て

い
る
。
世
界
的
な
観
光
規
模
を
表
す
国
際

観
光
到
着
者
数
は
二
〇
一
二
年
に
つ
い
に

十
億
人
を
突
破
し
、
二
〇
三
〇
年
代
に
は

さ
ら
に
十
八
億
人
を
超
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
批
判

は
近
年
勢
い
を
増
し
つ
つ
あ
る
。

　

理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
は
じ
め
、
現
在
一
般
に

適
用
さ
れ
て
い
る
持
続
可
能
な
観
光
の
た

め
の
指
標
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
を
用
い
た
評
価
方

法
は
、
そ
れ
を
経
済
、
環
境
、
社
会
文
化

と
い
っ
た
構
成
要
素
ご
と
に
分
析
し
、
テ

ー
マ
別
の
指
標
開
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
相
互
連
関
性
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
明
確
に
捉
え
き
れ
て
い
な
い
。
今
後

は
今
ま
で
以
上
に
理
論
的
視
点
か
ら
可

能
な
指
標
を
選
別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
近
年
で
は
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー

チ
を
取
り
入
れ
た
代
替
モ
デ
ル
が
提
示
さ

れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
全
体
性
を
認
識
す
る
た
め
に
個
々
の
構

成
要
素
で
は
な
く
、
そ
の
関
連
性
に
注
目

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
複
合
適
応
シ
ス
テ
ム
C
A
S

（com
plex adaptive system

s

）と
す
る
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
用
い
る
。
さ
ら
に
は
、
生
態

シ
ス
テ
ム
研
究
お
よ
び
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
学
際
的
な
分
野
か

ら
の
新
た
な
知
見
に
基
づ
き
体
系
的
指
標

シ
ス
テ
ム
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（system

ic indicator 
system

）モ
デ
ル
も
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
方
式
の
よ
う
な
一

次
元
的
指
標
モ
デ
ル
を
、
よ
り
洗
練
さ
れ

た
動
学
的
モ
デ
ル
を
援
用
す
る
な
ど
、
こ

の
分
野
で
の
科
学
的
研
究
を
さ
ら
に
深
め

る
必
要
が
あ
る
。

持
続
可
能
性
指
標
の

国
内
適
用
へ
の
期
待

　

こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、
観
光
に
お

け
る
持
続
可
能
性
指
標
の
普
及
の
た
め
三
、

四
日
程
度
の
単
発
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
き
た
が
、
近
年
は
指
標
を
用

い
て
観
光
の
長
期
的
な
影
響
を
捉
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
図
る
手
法

へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
は
ア
ジ

ア
で
、
特
に
中
国
を
拠
点
に
複
数
の
観
測

研
究
所
を
地
元
の
大
学
と
提
携
し
な
が

ら
次
々
と
開
設
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
〇
一
一
年
か
ら
世
界
規
模
の
ナ
レ
ッ
ジ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
現
在
は
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
の
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
日
本
国
内

で
も
観
光
「
知
」
の
英
語
版
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
そ
れ
を
海
外
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
日
本
の
取
り
組
み

を
広
く
海
外
へ
と
発
信
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
観
光
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
交
通
公
社

等
が
中
心
と
な
っ
て
、
世
界
標
準
の
枠
組

み
の
下
で
持
続
可
能
性
の
測
定
方
法
を
適

用
し
、
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
設
計
に
基

づ
く
観
光
地
形
成
の
事
例
を
モ
デ
ル
化
し
、

そ
の
実
証
結
果
を
国
際
的
な
知
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
公
開
し
て
い
く
こ
と
は
意
義

深
い
と
思
う
。

（
ふ
た
が
み　

ま
み
）

（
注
）
旅
行
・
観
光
産
業
の
持
続
可
能
な
事
業
・
運
営
を

対
象
と
す
る
世
界
的
な
持
続
可
能
性
認
証
制
度
。
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